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生涯学習の定着は教育界にとどまらず、広く
社会にとって重要な今日的課題である。また、
多くの人が、生涯学習に興味を持っていること
は新聞などのリサーチにより言うまでもない。
「小中学校」で行なう「生涯学習」は、一般の
市民が足を運びやすい環境のひとつだと考える
ことができる。
城南中学校は昭和60年佐賀城周辺整備構想策

定による都市計画上の動機で平成４年４月に今
の地に全面移転改築をした。このとき、21世紀
の教育を標榜した斬新な校舎をもとに、教育方
法の多様化だけではなく「生涯学習社会にふさ
わしいコミュニティー施設」となるような理念
が盛り込まれていた。
今日の情報通信技術の発展にともない、ＩＴ

という「現代的課題」を媒介として「学校を開
く」ための絶好の機会ととらえた。佐賀市教育
委員会と城南中学校が連携して、生徒のボラン
ティアを受けながら、民間人・学校教職員のわ
れわれがサポートする形で、「市民＊かんた
ん・ネット・セミナー」（※）として、「インタ
ーネット普及」及び「パソコン操作の学習」を
ねらいとして行なっていくことにした。
※「市民＊かんたん・ネット・セミナー」プロ
ジェクト名由来
「かんたん」は簡単と感嘆の、「ネット」は
インターネットとネットワーク（市民、生徒
相互）のそれぞれの掛詞。

セミナーのスタッフに城南中の生徒
（JuniorhighschoolTeacher：以下ＪＴと略す）

を起用することを考えた。ＪＴのボランティア
により一般講習者に適切なアドバイスができる
と共に、当プロジェクトの本来の目的である地
域社会と学校の親密化を円滑に進められるとい
うねらいが根幹にあった。
学校の施設や環境を借りて、外部民間人だけ

が講師としてやるのでは、学校と利用者（受講
者）の接点はなく、学社融合を目指すことには
ならない。また、講師を学校教職員にしても、
生涯学習施設としての学校開放には問題点が残
る。
このような観点から、生徒と市民のふれあい

を第一に考え、中学生を補助講師にすることに
した。生徒が先生役になるのである。中高生の
問題行動が懸念されている中、違う世代、特に
地域の高齢者とのふれあいが、極端に減少して
いることを鑑みて、何かのきっかけになればと
期待したわけである。

まず、受講者の応募は、佐賀市教育委員会
（教育総務課）が毎月２回発行の「市報さが」
（http://www.city.saga.saga.jp/oshirase_shiho.html）
で広報する。
はがきによる公募で抽選を行い、32名の受講

者を決定する。平成12年７月15日スタート時に
は定員の1.5倍の申し込み数で、現在は４～５
倍まで上がり好評を博している。
受講資格の対象となるのは市内居住者・市内

勤務者で、セミナー開催は土曜日の午後２時間
程度（14：00～16：00pm）、全４回で修了、受
講料は無料という要領である。
主会場は、城南中学校３Fメディアトリウム

（写真１）で、液晶デスクトップPC20台および
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ノートＰＣ12台の合計32台（当初
は合計38台でスタート）を使って
行なう。今年度より、身障者のた
めに１Fクラブハウス（スロープが
あり車椅子で出入りが可能）にＰ
Ｃ３台を新たに設置し、募集を開
始したが、校舎の造りが完全に障
がい者用になっていないため、上
半身は健常であることを条件とし
た。
また、今年度７月より、同じ佐

賀市内の鍋島中学校と神野小学校
においても、「鍋島中会場」「神野
小会場」として同じ要領で募集し
開催した。
講習者を初心者に限定し、全４

回を通じてWindowsの基本操作・
インターネット・E－メールを講
義し、受講者全員がマスターする
ことが目標である。城南中は学校
インターネット（文部省・通産省
指定）のインフラが整備され、Ｃ
ＡＴＶ回線による高速通信が可能
である。
また、メールアドレスも城南中

独自のドメインが与えられている
ので、登録削除も自由自在である。
毎回、受講者32名分のメールアカ
ウントを作成し、実際に外部にメ
ール送信ができるわけである。４
回の講義内容は、次のようにして
いる。

１回目：Windowsの基本操作

ＰＣの電源、マウスの基本操作、ドラッグ&
ドロップ、コピー&貼り付け、MS-IMEの基本
的な使い方（日本語の入力）、ペイントによる
マウス操作の練習。

２回目：インターネット操作（その１）

リンクの仕組み、メニューボタン（ツールバ
ー）の使い方、Yahooによる検索、httpアドレ
ス（受講者の方に事前に持参準備）の入力によ
るHP閲覧。

３回目：インターネット操作（その２）

Yahooによる検索（ことばによる検索を含む）、
Webページからの画像の貼り付け。

４回目：メールの送受信

メールの仕組み、城南中ドメインを使って登
録された自分のメールアドレスからの送信およ
び受信、返信・転送。（外部に送信の場合は、
受講者が事前にメールアドレスを持参し準備す
る。）

また、１回目の初めには簡単な開講式として、
挨拶の他に全体の内容説明、ＪＴの紹介などを
行うようにしている。最終回には閉講式を行う。
このときには、修了証を１人ひとりに渡してい
る。
その修了証は３回目のときにデジタルカメラ
で撮った受講者の顔写真をフォト紙に１枚ずつ

写真１・３Fメディアトリウム
本校の学校図書館として位置づけ、書籍・ＰＣ・プラズマＴＶ・電

子ボード・ＤＶＤなどあらゆる機器を整備し、「課題探求型学習」を
可能にする学習情報センター。Media center & auditorium から
の造語、普通教室の約13教室分の広さ（885ｍ２）で、吹き抜けの大
空間。
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市民開放のようす

全体にわたって、ＪＴの存在は大きい。受講
者の方も気軽に中学生に尋ねることができるか
らである。城南中の生徒はリテラシーについて
は、日ごろから十分にＰＣを活用しているので
初心者対象であるならば基本的なことはだれも
が“教える”ことができる。
ＪＴは部活動としてはなく、まったくのボラ

ンティアである。他の体育系の部活動との両立
や、個人的な所用でいつでも、というわけには
いかないが、多いときで20人弱ぐらい、少なく
ても５～６人ぐらいの参加体制である。受講者
の方にも、「聞きやすく、学年や男女に関係な
くだれでも優しく教えてもらえる」と好評であ
る。

市民の反響はすこぶるいい。「講義がかた苦
しくなく和気藹々で行うことができた。」とほ
とんどの方が好感的である。使用するテキスト
もいろいろと工夫し、すべて手作り（Ａ４版カ
ラー印刷）にした。他の公的な類似教室や、民

印刷し準備（手作り）しておく。４回目がメー
ルの内容なので、その修了証は添付ファイルと
してメールでも送信し、粋な計らいであると自
負している。
受講者の方は、自分の写真が載っている修了

証がメールで送信されてきて、驚きとある種の
感動、照れくささも味わっておられるように感
じる。

市民＊かんたん・ネット・セミナー
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間の有料パソコン教室との棲み分けを意識し、
初歩的なスキルに徹したのがよかったと思われ
る。
昨年度は、７月15日スタートの第１期生38名
から始め、第６期生まで輩出した。合計214名
に登った。毎日新聞をはじめ、地元佐賀新聞に
も掲載され、注目を浴びた。受講者の感想には
次のような声を聞くことができた。
「大人の講師にはちょっと気が引ける質問で
も、子どもたちには気軽に尋ねられる。親切に
教えてもらってわかりやすかった。（68歳男性）」
「孫くらいの年でも立派な先生。気軽になんで
も聞ける。（73歳男性）」
受講者の年齢層も小学１年生（６歳）から70
歳以上の高齢者の方まで幅が広く、職種も多様
な方々ばかりのようである。
一方、ＪＴの方の感想としては、「頭では分

かっていても人に教えるとなると戸惑った。次
はもっと上手に教えられるようにがんばりた
い。」「緊張した。話しかけるタイミングが難し
かった。」「先生の大変さが分かった。」「最後に
『ありがとうございました』とお礼を言われて
すごくうれしかった。」など教育的効果として
も貴重な体験を与えることができたと思われる
（http://www.city.saga.saga.jp/doc/542093fdf5d
b302c49256a9300298f10.html 参照）。
今年度は６月16日から始め、第７期生を送り
出したところである。鍋島中会場と神野小会場
の分をスタートさせたこともあり、城南中会
場の今後の予定は、学校行事との兼ね合いも
あり、９月１日より第８期、10月６日より第
９期、11月17日より第10期のそれぞれの開始
予定である。

セミナー開始当初に描いていたねらいは、構
想通り達成することができた。市民への啓蒙も
進み、「開かれた学校」という点では軌道に乗
せることができた。あとはこれを継続していけ
ば市民全体に行き渡り、ますます充実すると思
われる。佐賀市長は「世界No.１インテリジェ
ント田園都市：佐賀市」をキーワードとしてあ
げられている。
課題は、何といってもＪＴの確保・育成であ
る。生徒はもちろん３年間で卒業するわけで新
入生に対して新たにボランティアとして活動で
きる生徒を呼びかける以外にない。さらに、開

催会場に限定されている現在のＪＴの活動の場
を他の開催校にも広げ交流をすること、少しず
つでも実施校の輪を広げること、小学生ＪＴの
養成や小中交流へと拡充していくこと、市全域
においてＪＴのネットワークができればなどの
展望を持ちながら進めたい。
また、国のＩＴ推進事業等で行う民間パソコ
ン塾とは一味違い、ＪＴや学校開放など学校が
恩恵を受ける点をこのプロジェクトの存在意義
ととらえている。
現高校１年生で当時ＪＴであった卒業生の中
には、このネット・セミナーの経験を生かし、
これがきっかけとなり、進学先を情報処理科や
商業科に決めた生徒もいる。メディアリテラシ
ーに自信を持って高校に入学し楽しい充実した
学校生活を送っているようである。
回線上のトラブルも課題の１つである。学校
インターネット１の指定により快適な情報環境
にある反面、福岡県篠栗の Help Desk の管轄
に置かれている。常時待機ではなく月～水曜の
３日間勤務体制であったので、トラブル時には
緊急に対応してもらうことができなかった。中
央ＮＷＣや笹栗のサーバーが不具合などにより
ダウンすると不通の状態になる。
実際に昨年度は、のべ24回（第１期～６期）

のうち３回もダウンし対応に追われてしまった。
そのうちの１回はメール体験を行うときのダウ
ンだったので、作業はメールアカウント作成か
らになり復旧にかなりの時間が必要となった。
笹栗に連絡が取れずに学校インターネット２の
Help Desk（佐賀市駅南本町）に多大な迷惑を
かけてしまう結果となった。
講義内容については、インターネット関係は
問題ないが、メールについては、現在のままだ
といくら外部に送信してもその返事を受信する
ことが不可能な点（メールアカウントは４回目
が修了すると削除）を昨年度末に総括・反省点
としてあげた。
３回目の内容をメールにして外部に送信して
おいて、１週間後の４回目のときにその返信を
受信できるようにすると楽しさも倍増するだろ
うという案も考えたが、ＰＣ１台１台に設定と
削除を繰り返さなければならなく、また、講義
内容の全体的なバランスを考えると無理が生じ
ることになる。一長一短あるところで、欲張ら
ずに最初の予定通り、初心者が対象ということ
を最優先させることにし今年度もスタートさせ
た。


